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図1 FRPの強度信頼性試験方法
Fig.1 Test method of FRP strength reliability. 
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Fig.2 Cummulative failure probability of FRP. 








m = ( a/a ref )-q m,01 (4) 
式（3), (4）において t Orel• m,ef は 基準となる応力
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式（5）においてR は気体定数でR=8.3( J/(mol・
T)), Ea は活性化エネルギ ー，to ref は基準となる温
度T,etでの toである図3(b）より活性化エネルギ ー を
求めるとEa=1.1×10
5 J/molとなる．
図3 (c)は t0, mの湿度依存性を示しており，toの湿
度依存性は質量作用の法則より式（6）で近似できる．ま
た， 刷工湿度依存性を持たない．
t。 ＝ （ H/H,01 ）
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F=l-e却｛ー L( t/t。）「 （2)
式（2）において to，川主ワイプル分布定数であり，これ
らの値は図 2 より決定できる．ただし， t。 ，R は応力
a ，温度T， 湿度Eにより変化するので，これらの依
存性を次に述べる．
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図3 ワイプル分布定数の応力，温度，湿度依存性
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t o は式（7）となる．また， mは式（4）で与えられる．






10 fi t/100 kmを保証するための
叫dとtorefの関係
Fig・4 Relation between m,01 置id to,ef for 
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式；（8）を用いて，試験条件がσ ref= 82 kg/mm ぺ
T,.t = 60 °C, H,.t = 100 %，信頼性がF= lOfit/




応力を50 kg/mm ＇ 以下とする必要がある．
5.むすび
FRPの累積破断確率がワイプル分布で表わされる
ことを見いだし，ワイプル分布定数の応力，温度，湿
(8) 
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